
事業効果

認定申請日 　１．　非常に有効

計画の名称 まち・ひと・しごと創生に資する施設整備等の取組を進める事業 　２．　相当程度に有効

計画期間 　３．　一部見直しが必要

総事業費 　４．　有効とは言えない

検証方法 　５．　その他

① ② ⑤ ⑥ ⑦

指標値 1年目増加分
（令和元年度）

2年目増加分
（令和2年度）

3年目増加分
（令和４年度）

4年目増加分
（令和4年度）

5年目増加分
（令和5年度）

方向性 所　見

指標

施設利用に
よる保護者
の就労可能
時間
（時間／年）

令和5年度
までに累計
64,960時間

増加

＋0時間
(+ 0時間)

＋9,280時間
(+9,280時間)

＋18,560時間
(+27,840時間)

＋18,560時間
(+46,400時間)

＋18,560時間
(+64,960時間) 61,037時間

R2　11,565時間
R3　19,296時間
R4　32,243時間
R5　24,845時間
（87,949時間）

指標

子育て交流
施設の延べ
利用者数
（人／年）

令和5年度
までに累計
9,400人増加

＋0人
(+ 0人)

＋4,000人
(+ 4,000人)

＋1,800人
(+ 5,800人)

＋1,800人
(+ 7,600人)

＋1,800人
(+ 9,400人)

55,207人

R2　16,547人
R3　15,596人
R4　20,936人
R5　26,604人
（79,683人）

指標
出生数
（人／年）

令和5年度
までに累計
40人増加

＋0人
(+ 0人)

＋10人
(+ 10人)

＋10人
(+ 20人)

＋10人
(+ 30人)

＋10人
(+ 40人)

47人

R2　　－8人
R3　－21人
R4　－38人
R5　－26人
　（－93人）

　新型コロナウィルス感染
症の影響を受けながらも、
施設の利用者数は増加し
ている。
　また、学童保育所の利用
人数の増加に伴い、保護
者の就労可能時間も増加
した。
　出生数は全国的にも減少
傾向で、本町も同様であっ
たが、今後も子育て世代が
利用しやすい施設運営を
行い、総合的な子育て支援
を継続していく。

28,603人

73人

交付申請日

事業の目的

事業の継続

36,192時間

交付申請金額

交付確定額

２．相当程度に有効

⑧

今後の対応等

地域再生計画　評価シート　【令和５年度事業評価】
（重要業績評価指標（KPI）の実績値等）

交付金 地方創生拠点整備交付金

指標（KPI）

事業の名称等 所管課 取り組み内容（概要）

事業開始前

平成３１年３月１３日（平成３１年３月２９日交付決定）

子育て環境の充実を図るための三川町子育て交流施設整備事業

612,360千円（総事業費1,224,720千円）

559,783千円（対象事業費1,119,566千円）

③

No

子育て環境の充実を図るための三川町子育て交流施設
整備事業計画

基本戦略に対する評価（ＫＰＩから見る評価）

　子育て交流施設テオトルを拠点とした子
育て関連支援の効果が顕著であり、町外
からの転入にも繋がるなど、子育て環境の
充実が図られている。
　学童保育については、学校の空きスペー
スを活用するなど、多様な形態による運営
を実施しており、保護者の就労時間の確保
に繋がっている。
　一方、出生数は減少傾向にあることか
ら、今後の対応策について検討する必要
がある。

本事業における重要業績評価指標（KPI）

④

地域再生計画

平成３１年１月２３日（平成３１年３月２９日認定）

地域再生計画の認定の日から令和６年３月３１日まで

毎年度、年度末におけるKPIの達成状況を、三川町ま
ち・ひと・しごと創生総合推進委員会により評価する

1,224,720千円

令和５年度
における実績値

計画策定から
令和５年度
終了時点に

おける増加量

担当課の評価

（※単年度評価
ではなく全体評価）

施設整備計画の名称

1

健康福祉課
子育て支援

室子ども支援
係

教育委員会
教育課

社会教育係

計画の種類

子育て環境の
充実を図るた
めの三川町子
育て交流施設
整備事業

人口減少対策が最大の課題である
三川町において、子育て環境の充
実を図ることで、三川町で子供を産
み育てたいと思っていただけるよう
なまちづくりを行い、町外への人口
流出を食い止めるために、子育て
世代の子育てニーズをもとに、「子
育て支援」「学童保育」「地域交流」
の３つの要素を併せ持った複合施
設として「子育て交流施設」を整備
する


